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スポーツの秋に

タバスキーは秋生まれ
　　　　　　　  29 歳になりました

人口と世帯（10 月 1 日現在）

人口 486
世帯 281

男
251

女
235

　
今
年
も
村
民
体
育
祭
が

に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
、
み

な
さ
ん
の
一
生
懸
命
な
姿

を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
特
別
ゲ
ス
ト
の
天
野

勝
弘
さ
ん
（
N
H
K
「
お

か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」

第
9
代
体
操
の
お
兄
さ

ん
）
の
ス
ロ
ー
エ

ア
ロ
ビ
ッ
ク
は
、

教
え
方
が
上
手

で
、
子
ど
も
も
大

人
も
み
ん
な
揃
っ

て
楽
し
そ
う
に

踊
っ
て
い
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。

　
私
の
母
校
、
日

川
高
校
で
は
、
例

年
秋
に
強
歩
大
会

が
行
わ
れ
る
の
が

伝
統
で
し
た
が
、

今
年
は
ク
マ
の
目

撃
情
報
が
相
次
い

で
い
る
こ
と
か

　丹波山村の公式マスコットキャラクター「タバス
キー」が生まれたのは、平成 9 年（1997 年）10
月のこと。今年で 29 歳になりました。丹波山村役
場の在職年数でいえば管理職クラス。暑い日も、寒
い日も、丹波山村の宣伝のため、最前線で体を張っ
て頑張っています。来年はいよいよ 30 歳！まだま
だ若い後進のゆるキャラたちには負けじと燃えてい
ます。お誕生日おめでとう！タバスキー！

ら
、
残
念
な
が
ら
中
止
に

な
り
ま
し
た
。
私
が
在
学

し
て
い
た
当
時
は
、
夜
中

に
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

出
発
し
、
柳
沢
峠
を
越
え

て
丹
波
山
村
を
通
り
、
小

河
内
ダ
ム
を
目
指
す
72
㌔

の
ル
ー
ト
で
し
た
。
山
の

（１）

令和 8 年度丹波山村村民体育祭を 10 月 3 日に村民グラウンドで行いました。プログラムの最後を飾った各種団体リレーには多くの参加があり、
大きな声援が送られる中、各チームが健脚を競いました。

今月の
 タバスキー村長室から

中
で
育
っ
た
の
で
長
距
離

走
は
得
意
な
ほ
う
で
、
バ

レ
ー
部
に
所
属
し
て
い
た

2
年
の
時
に
は
、
9
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
に
は
勝
ち
負

け
が
つ
き
も
の
で
す
が
、

そ
れ
以
上
に
楽
し
む
こ
と

が
大
事
で
す
。村
内
で
も
、

野
球
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

射
撃
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、
ク
ッ
ブ
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
が
親
し

ま
れ
て
お
り
、
若
い
人
た

ち
の
活
躍
も
あ
っ
て
、
丹

波
山
村
の
野
球
チ
ー
ム

「
飛
龍
」
は
、
奥
多
摩
町

の
大
会
で
一
目
置
か
れ
る

存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ケ
ガ
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
気

を
付
け
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の

秋
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

村
民
体
育
祭
へ
の
ご
参
加
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
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令
和
7
年
国
勢
調
査
に
お
け
る
人
口
等
基
本

集
計
結
果
（
確
定
値
）
が
9
月
29
日
、
総
務
省

統
計
局
か
ら
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
丹
波
山
村
の

人
口
は
、
5
1
2
人
と
な
り
、
前
回
（
令
和
2

年
調
査
）
と
比
べ
て
18
人
（
3
.
4
％
）
減
少

し
ま
し
た
。
世
帯
数
は
、
2
9
2
世
帯
で
、
前

回
か
ら
9
世
帯
増
加
し
ま
し
た
。

　
10
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し

た
。
異
動
内
容
は
次
の
と
お
り
。

▶

昇
任
：
中
込
隼
人
（
地
域
創
造
課 

課
長
）

▶

配
置
換
え
：
守
屋
剛
（
議
会
事
務
局 

局

長 

兼 

会
計
管
理
者
）、
相
生
有
得
（
教
育
委

員
会 

次
長
）、中
村
達
也
（
住
民
生
活
課
（
福

祉
健
康
室
）
室
長
）、
寺
尾
祐
輝
（
総
務
課
）

▶

併
任
：
雨
宮
真
澄
（
総
務
課 
副
主
査 

兼 

住
民
生
活
課 

副
主
査
）、
西
山
正
海
（
住
民

生
活
課 

主
任 

兼 

総
務
課 

主
任
）

▶

退
職
（
9
月
30
日
付
）：
齋
藤
理
枝
（
住

民
生
活
課 

保
健
師
）

令和 7年国勢調査結果
が公表されました

人事異動

令和７年度ふるさと納税実績

　令和7年度
　企業版ふるさと納税実績

令和７年度
特別会計決算
概要

ニュース News
今月の

令
和
7
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
令
和
7
年
度
の
決
算
は
、

村
監
査
委
員
に
よ
る
決
算

監
査
を
経
て
9
月
定
例
会
に

提
出
し
、
一
般
会
計
及
び
9

つ
の
特
別
会
計
は
決
算
案
が

認
定
さ
れ
た
。
簡
易
水
道
事

　
丹
波
山
村
議
会
の
9
月
定
例

会
は
、
9
日
に
開
会
し
、
11
日

に
閉
会
し
ま
し
た
。
本
会
議
で

は
、
報
告
4
件
、
条
例
、
補
正

予
算
な
ど
計
16
議
案
に
つ
い
て

審
査
。
令
和
7
年
度
決
算
認
定

の
う
ち
、簡
易
水
道
事
業
会
計
、

下
水
道
事
業
会
計
の
決
算
案
が

不
認
定
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

令
和
8
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
第
3
回
に
つ
い
て
、
旧
庁
舎・

中
央
公
民
館
の
解
体
・
跡
地
活

用
を
含
む
地
域
未
来
交
付
金
事

業
費
を
歳
入
・
歳
出
予
算
か
ら

村 議 会
9 月定例会

一般会計決算	 歳入　１８億７７３４万９３１７円
	 歳出　１８億２８３１万７６９３円

歳 入
1,877,349

使用料及び手数料 18,454

国庫支出金
207,795

財産収入
5,705

県支出 34,366

寄附金
147,892

地方消費税交付金 15,118

環境性能割交付金
685

法人事業税交付金 1,325

利子割交付金 95

地方譲与 11,215

村税 44,776

配当割交付金 431
株式等譲渡所得割交付金 705

繰入金
156,880

繰越金
46,942

諸収入
130,665

村債
62,400

分担金及び負担金 1,989

地方交付税
989,911

（単位：千円）

歳 出
1,828,318

議会費 22,674

総務費
751,732

民生費
210,812衛生費

117,174農林水産業
70,021

商工費
83,227

土木費
170,253

消防費
87,748

教育費
127,950

公債費
161,237

諸支出金
25,490

（単位：千円）

人口 世帯数
昭和 35 年 2261 465
昭和 40 年 1966 397
昭和 45 年 1581 406
昭和 50 年 1364 375
昭和 55 年 1197 359
昭和 60 年 1149 413
平成 2年 1037 397
平成 7年 981 406
平成 12 年 866 375
平成 17年 780 359
平成 22 年 685 334
平成 27年 563 294
令和 2年 530 283
令和 7年 512 292

　令和 7 年度の丹波山村のふるさと納税の寄付総額は、1 億 3,739 万 7,000 円で、前年度より
3,926 万 5,700 円の増加となりました。ふるさと納税による寄附金は、お礼の品の代金や事務
経費などを除き、5 割を村の財源として活用しています。内訳は次のとおり。

　令和 7 年度の企業版ふるさと納税は、
12 社から計 10,495,000 円が寄せられ
ました。寄附をいただいた企業名を紹介
します（受付順）。

株式会社サムコマースジャパン、株式会社ノート、
株式会社河内屋ジェノス、シエンプレ株式会社、
株式会社きらぼし銀行、株式会社ロード、税理士
法人経営サポートプラスアルファ、株式会社飯塚
工業、株式会社エヌディエス、株式会社経営サポー
トプラスアルファ、株式会社 KECAK、株式会社
アドバン

業
会
計
、
下
水
道
事
業
会
計

は
、
料
金
の一
部
徴
収
漏
れ
が

決
算
案
に
計
上
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
不
認
定
と
な
っ

た
。
一般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、

18
億
７
7
3
4
万
9
0
0
0

円
。

歳

出

総

額

は

18
億
2
8
3
1
万
8
0
0
0

円
。
令
和
8
年
度
に
繰
り
越

す
4
6
8
万
2
0
0
0
円

を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は

4
4
3
4
万
9
0
0
0
円
。

公
用
車
の
事
故
に
よ
る
損
害
賠

寄附金の使途（寄附者選択） 件数 金額 寄附金活用事業

子ども・子育て支援事業 4,654 件 61,151,000 円 保育所運営事業費、小中学校運
営費、コミュニティスクール運営
費など

高齢者活躍・介護支援事業 938件 12,066,000 円 社会福祉協議会補助金など

くらし・しごと拠点整備事業 759 件 10,907,000 円 木材利用推進事業費、観光振興
事業費など

村長におまかせ 3,254 件 44,390,000 円 地域創生事業費やふるさと納税
推進事業費など

【ガバメントクラウドファンディング】
七ツ石小屋バイオマストイレ保全プ
ロジェクト

382件 6,093,000 円 七ツ石小屋トイレ改修事業（令和
8 年度に繰越）

【ガバメントクラウドファンディング】
丹波山村保育所増築プロジェクト

211件 2,790,000 円 保育所多目的室増築事業

合計 10,198件 137,397,000 円

減
額
す
る
修
正
案
が
再
び
提
出

さ
れ
、
3
対
2
の
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
議
決
内
容
は
以
下
の
と

お
り
。項目 歳入 歳出

国民健康保険事業勘定 98,571 96,489
国民健康保険直診勘定 52,212 51,212
教育奨励資金 4,280 300
水源の里保健休養施設事業 16,924 16,817
有線テレビ放送施事業 4,188 4,066
介護保険 121,782 101,689
温泉事業 46,521 46,400
介護サービス事業 888 0
後期高齢者医療 15,879 15,699
合計 361,245 332,672

償
に
つ
い
て

　
山
梨
県
内
の
他

自
治
体
で
発
覚
し

た
こ
と
を
受
け
て

調
査
し
た
結
果
、

村
議
会
の
議
決
を

経
ず
に
損
害
賠
償

額
を
決
定
し
、
支

払
い
を
行
っ
た
事

案
と
し
て
、
人
身

事
故
1
件
、
物

損
事
故
1
件
を
確

認
。
1
件
に
つ
き

5
0
0
万
円
以

下
の
損
害
賠
償
金
の
額
を
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て
、「
村
長
の
専

決
処
分
事
項
の
指
定
に
関
す
る

条
例
」
に
加
え
る
条
例
案
を
提

出
し
、
可
決
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
令
和
9
年
4
月
か
ら
の
指

定
管
理
者
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
決
定
し
た
。（
　
）
内
は

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
の
名

称
。

▶

丹
波
山
村
古
民
家
「
旧
廣
瀬

邸
」（一般
社
団
法
人
田
舎
の
チ

カ
ラ
） ▶

七
ツ
石
小
屋
（
合
同

会
社
此
乃
花
屋
） ▶

丹
波
山
村

緑
地
等
管
理
セ
ン
タ
ー
（
有
限

会
社
や
ま
び
こ
食
堂
） ▶

丹
波

山
村
養
魚
場
（
有
限
会
社
岡
部

商
事
） ▶

丹
波
山
村
特
産
品
直

売
所
（
有
限
会
社
う
ま
や
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
任
命
に
つ
い
て

　
令
和
8
年
9
月
19
日
付
で
任

期
満
了
と
な
っ
た
木
下
修
一
氏

を
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
に
再
任
し
た
。

（単位：千円）
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大
人
の
地
域
留
学

　
　
10
月
生
３
人
が
着
任
、
活
動
報
告
会
も

第 198 号（３）

　
10
月
3
日
に
行
っ
た
村

民
体
育
祭
で
は
、
子
ど
も

も
大
人
も
真
剣
に
、
楽
し

く
体
を
動
か
し
、
汗
を
流

し
ま
し
た
。
今
年
は
特
別

ゲ
ス
ト
と
し
て
、
N
H
K

「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
」
に
昭
和
62
年
4
月

村の子どもたち 令
和
８
年
度
村
民
体
育
祭
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

教
育
委
員

　

   

２
人
を
任
命

　「
ま
な
ぶ
・
つ
る
・
た

べ
る
」
を
テ
ー
マ
に
、小・

中
学
生
を
対
象
と
し
た
釣

り
イ
ベ
ン
ト
を
9
月
23
日

に
開
催
し
ま
し
た
。
丹
波

川
漁
業
協
同
組
合
理
事
の

岡
田
政
美
さ
ん
か
ら
漁
協

　「
大
人
の
地
域
留
学【
丹

波
山
村
編
】」
に
参
加
す

る
地
域
留
学
生
と
し
て
、

釣
り
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た

令
和
9
年
度

地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
募
集

地域おこし協力隊通信

の
役
割
や
魚
の
放
流
・
養

殖
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を

聞
い
た
後
、
ニ
ジ
マ
ス

と
ヤ
マ
メ
釣
り
に
挑
戦
。

釣
っ
た
魚
を
自
分
た
ち
で

捌
き
、
火
を
起
こ
し
て
、

味
噌
汁
と
ム
ニ
エ
ル
を

10
月
か
ら
1
年
コ
ー
ス
に

2
人
、
3
カ
月
コ
ー
ス
に

1
人
が
新
た
に
加
わ
り
ま

　
丹
波
山
村
で
は
、
令
和

9
年
4
月
か
ら
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
活
動
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
活
動
分
野

は
、
①
教
育
、
②
DX
、
③

観
光
、
④
情
報
発
信
で
、

募
集
人
数
は
い
ず
れ
も
若

干
名
。詳
細
は
、採
用
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10
月
1
日
付
で
槙
田
希
さ

ん
、
守
岡
美
香
さ
ん
を
教

育
委
員
に
任
命
し
ま
し

た
。
任
期
は
、
令
和
12
年

9
月
30
日
ま
で
の
4
年
間

で
す
。

10 月に新しく着任した杉森菜月さん（写真左）、
小塚愛也さん、黒井まことさん

報
告
会
終
了
後
、
修
了
生
を
囲
ん
で
の
記
念
撮
影

し
た
。
3
人

は
村
内
の
事

業
所
で
活
動

す
る
予
定
で

す
。
見
か
け

た
際
は
ぜ
ひ

声
を
か
け
て

い
た
だ
き
、

温
か
く
見

守
っ
て
い
た

だ
け
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、9
月
25
日
に
は
、

4
月
か
ら
活
動
し
て
い
る

留
学
生
の
中
間
報
告
会

と
、
7
月
か
ら
3
カ
月
活

動
し
た
留
学
生

の
最
終
報
告
会

を
丹
波
山
村
役

場
で
開
き
ま
し

た
。
活
動
先
の

事
業
所
の
方
や

住
民
の
方
を
前

に
、
活
動
の
内

容
や
村
で
の
暮

ら
し
で
感
じ
た

こ
と
な
ど
を
発

表
。報
告
会
終
了
後
に
は
、

3
カ
月
間
の
活
動
を
終
え

た
3
人
へ
村
長
か
ら
修
了

証
を
手
渡
し
ま
し
た
。

守屋繁子さん（下組）が９月１７日に、沼田彦一さん（鴨沢）が９月２４日に、それぞれ９０歳の
お誕生日を迎えられ、お祝いを贈りました。いつまでもお元気で。

開会式で選手宣誓する小・中学校代表と区長会長

天
野
勝
弘
さ
ん
（
左
）
と
「
め
組
の
ひ
と
」

の
曲
に
合
わ
せ
て
ス
ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク

子
ど
も
も
大
人
も一緒
に

「
お
じ
ゃ
ま
玉
入
れ
」

小学校全校児童による「台風の目」

中学生が企画した「借り物・借り人リレー」 圧巻の強さを見せた綱引き優勝チーム

小・中学生によるささら獅子舞

ご長寿おめでとうございます

作
っ
て
食
べ

ま
し
た
。
最

初
は
餌
の
虫

や
魚
に
触
れ

る
こ
と
に
抵

抗
を
感
じ
て

い
た
子
も
い

ま
し
た
が
、

上
級
生
が
下

級
生
を
手
伝

う
姿
も
見
ら

れ
、
み
ん
な

で
一
つ
ひ
と

つ
の
体
験
を
乗
り
越
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　（
村
上
陽
基
）

か
ら
6
年
間
体
操
の
お
兄
さ

ん
と
し
て
出
演
さ
れ
た
天
野

勝
弘
さ
ん
が
登
場
。
ラ
ジ
オ

体
操
と
、
休
憩
時
間
の
「
ス

ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
」
を
担

当
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

宝に向かっ
て

よーいドン
！
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…………………………………………
最低賃金が改正されました
…………………………………………
山梨県の最低賃金は、時間額 1,113
円に改正されました（令和 8 年 11月1
日発効）。最低賃金は、正社員、パート・
アルバイト等の雇用形態や性別、年齢、
国籍を問わず、県内の事業場で働く
すべての労働者に適用されます。詳し
くは、山梨労働局賃金室（TEL：055-
225-2854）または都留労働基準監督
署（TEL：0554-43-2195）までお問
い合わせください。
…………………………………………
11月 2日から新型コロナウイルス
ワクチン予防接種の申込を受け付け
…………………………………………
丹波山村国民健康保険診療所では、
新型コロナウイルスワクチン予防接種
を次の日程で行います。接種を希望さ
れる方は、11 月 2 日 ( 月 ) から11 月
6 日 ( 金 ) までに申し込んでください。
▶接 種 日：12 月 22 日 ( 火 )、12 月
25 日 ( 金 )、令和 9 年 1月 8 日 ( 金 )

【申込先】住民生活課
TEL：0428-88-0211（平日午前 9 時
～午後 5 時）
…………………………………………
新型コロナウイルスワクチン予防接
種（定期）の助成について
…………………………………………
丹波山村では、新型コロナウイルスワ
クチン予防接種日に 65 歳以上の方ま
たは 60 ～ 64 歳の方で、重症化リス

クが高い方（心臓・腎臓・呼吸器の機
能またはヒト免疫不全ウイルスにより
免疫機能に重い障害があり、身体障
害者手帳 1 級の認定を受けている方）
を対象に、ワクチンの接種費用を助成
します。助成額は 1 人11,000 円。丹
波山村国民健康保険診療所または山
梨県内の医療機関で接種できます。村
外で接種する場合は、住民生活課へ
ご相談ください。
…………………………………………
11月 6日に「ふれあい昼食会」
…………………………………………
食生活改善推進員会では、東部地区
の 65 歳以上の方を対象に「ふれあい
昼食会」を11月 6 日 ( 金 ) 午前 11 時
30 分から鴨沢公民館で開きます。参
加を希望する方は、11月 2 日 ( 月 ) ま
でにご連絡ください。小袖地区の方は、
送迎します。なお、当日参加できない
70 歳以上の方には、配食があります。

【申込先】社会福祉協議会
TEL：0428-88-0480
…………………………………………
お口から始めるフレイル予防教室
…………………………………………
75 歳以上の方を対象としたフレイル予
防 教 室を、11 月 11 日 ( 水 ) 午 前 10
時から午前 11 時 30 分まで、社会福
祉協議会 2 階集会室で開きます。テー
マは、「栄養とお口からフレイルを予防
する」です。参加を希望される方は、
11 月 6 日 ( 金 ) までに、送迎の希望
の有無と併せてご連絡ください。

【申込先】社会福祉協議会
TEL：0428-88-0480

お知らせ
Information

カレンダー
ゴミ分別収集日程表11月

日 月 火 水 木 金 土
1 2

・村県民税第３期、
後期高齢者医療保
険料第４期、介護保
険料第３期納期限

3
文化の日

4 5 6

・カルチャークラブ
・ふれあい昼食会

7

8 9 10

・鴨沢出張診療所
診療日

11

・タバスキー
　スポーツクラブ
・フレイル予防教室

12

・心配ごと相談

13

・カルチャークラブ

14

15 16 17 18 19 20

・カルチャークラブ
・県民の日

21

22 23
勤労感謝の日

24 25

・タバスキー
　スポーツクラブ

26 27

・カルチャークラブ
・出張移住相談会

28

29 30

・「丹波山村らしさ」
発見・発信ワーク
ショップ

1 2 3 4 5

第 198 号

 燃える
ゴミ

 燃える
ゴミ

 燃える
ゴミ

 燃える
ゴミ

 燃える
ゴミ

 燃える
ゴミ

 燃える
ゴミ

 燃える
ゴミ

 燃える
ゴミ

  粗大ゴミ

  カン

 ビン

 ペット
   ボトル

 ゴミ収集
なし

   雑誌 新聞

   
ダンボール

   
プラスチック

   
ミックス紙

　女性のための健康管理アプリ「ルナルナ」をご存じですか？ ルナルナは、妊娠・
出産を考えている方をはじめ、日々の体調管理や更年期フェーズチェックなど、
ヘルスケアに関心のある方におすすめのアプリです。
　アプリを運営する株式会社エムティーアイと山梨県が連携協定を締結した
ことにより、山梨県にお住まいの方限定で、通常有料の「ルナルナ プレミア
ムコース」が令和 10 年 5 月 31 日まで無料で提供されています。妊娠可能
性の高い「仲良し日」の予測や、パートナー共有、セルフチェックなど、プレ
ミアムコースでしか使えない機能を無料で利用できます。
　利用にあたっては、QR コードから丹波山村特設ページにアクセスし、「専用
コード（2589ZCKE）」と、お住まいの地域の郵便番号を入力して登録を行っ
てください。無料提供期間終了後は、自動的に無料プランに切り替わります。

【問い合わせ先】
山梨県総合県民支援局子育て・次世代サポート課
TEL：055-223-1425

「ルナルナ」有料プランを
無料で利用できます

【場所】丹波山村役場２階大会議室
【時間】午後 3 時～ 5 時
【内容】	 6 日 ( 金 )　囲碁将棋・健康麻雀
	 13 日 ( 金 )　読書の会
	 20 日 ( 金 )　手芸・編み物
	 27 日 ( 金 )　塗り絵・スケッチ ※小学生以下のお子さまが参加される場

合は、ぜひ保護者の方もご参加ください。
※手芸、編み物は材料をご持参ください。

元サッカーコーチで、地域おこし協力隊の佐藤啓
人さんが教えるストレッチ教室です。子どもからご
高齢の方まで、どなたでも無理なく取り組める内
容です。動きやすい服装でお越しください。

入退室自由・
村民なら誰でも参加OK！

カルチ
ャークラブ 小学生向け　『手作りで願いを込

めて…お守り作り』
【持ち物】◎生地：タテ 24cm ×
ヨコ 8cm　◎接着芯：タテ 24cm
×ヨコ 8cm　◎紐（江戸打紐）：
65cm ×1 本　◎糸 ( 生地に合わ
せた色 )　◎厚紙：タテ 6cm ×ヨ
コ 5.5cm　◎紙 ( メッセージ用 )：
タテ10cm ×ヨコ 8cm
※材料は各自持参してください。

【問い合わせ先】教育委員会 0428-88-0211

13 日㈮ 午後 5 時 30 分〜 6 時
「ストレッチ教室」

夜もカルチャークラブ

国民健康保険税第４期、後期高齢者医療
保険料第５期、簡易水道・下水道使用料9・
10月分、有線テレビ使用料後期分納期限


